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研究結果報告書 
 
 
ブラウィジャヤ大学      
 
フィトリアナ プスピタデウイ                   
 
【 研究のテーマ】  

日本女性作家とインドネシア女子会との関係の研究  

 
【研究結果】   

研 究 の 結 果 は 以 下 の よ う に 述 べ て 行 く 。  
①  戦 時 中 の 新 聞 記 事 や 作 家 の 書 物 に よ っ て 日 本 女 性 作 家 と イ ン ド ネ シ ア

の 女 性 ・ 女 子 会 の 座 談 会 が い く つ か が あ っ た と 明 確 で き た 。 林 芙 美 子
の 場 合 、 東 ジ ャ ワ （ 2月 ,1943） 、 ジ ャ カ ル タ  (2月 , 1943), ボ ル ネ オ
と の 座 談 会 （ 1月 ,1943） 。 小 山 い と 子 は ス マ ト ラ の 女 性 イ ン テ リ と の
座 談 会 で 様 々 な 社 会 階 層 の ス マ ト ラ 女 性 と 接 触 し た こ と も 記 録 が あ っ
た 。 佐 多 稲 子 は ス マ ト ラ の 女 性 イ ン テ リ と 会 っ た こ と も 作 品 に 記 述 が
あ っ た 。 三 人 の 女 性 の 中 か ら 、 林 芙 美 子 は 戦 争 に 加 担 す る 女 性 の 役 割
に つ い て の 宣 伝 を は っ き り 発 言 し た が 、 小 山 い と 子 と 佐 多 稲 子 は た だ
現 地 の 女 性 に ま つ わ る 社 会 問 題 に 対 す る 視 察 を 述 べ て 行 っ た 。  

②  作 家 以 外 は 、 日 本 の 女 性 と イ ン ド ネ シ ア の 女 性 の 座 談 会 、 宣 伝 部 と イ
ン ド ネ シ ア 女 子 会 と の 座 談 会 が 何 回 か 行 わ れ て い た 。 目 的 は イ ン ド ネ
シ ア に お け る 「 婦 人 会 」 の 創 立 や 日 本 の 戦 争 目 標 を 達 成 す る た め 女 性
の 総 動 化 。  

③  女 性 作 家 と イ ン ド ネ シ ア 女 性 と の 接 触 は 戦 後 の 作 品 に お い て 全 く 述 べ
ら れ て い な い 。 し か し 、 当 時 日 本 女 性 作 家 は 「 作 家 」 と し て だ け で な
く 、 「 日 本 女 性 」 の 代 表 と し て 日 本 占 領 地 に 派 遣 さ れ た 貢 献 が あ る と
思 う 。  

④  座 談 会 に 参 加 し た イ ン ド ネ シ ア 女 子 会 は 二 つ の グ ル ー プ 名 が い つ も 記
述 さ れ た 。 そ れ は イ ス ラ ム 教 女 子 会 「 Ａ isyiyah」 と 自 由 国 家 主 義 の
「 Putri Budi Sejati」 。 両 方 は １ ９ ２ ０ 年 代 よ り 創 立 さ れ た 女 子 会
で あ っ た 。 イ ン ド ネ シ ア の 女 性 運 動 は 自 由 国 家 主 義 派 と 宗 教 的 改 革 派
と い う 二 つ 派 で 区 別 さ れ た 。 い つ も 座 談 会 に 出 席 し た 「 Aisyiyah」 と
「 Putri Budi Sejati」 は イ ン ド ネ シ ア の 女 子 会 の 代 表 と い う 存 在 を
読 み 取 れ た 。  

⑤  日 本 占 領 の 時 、 イ ン ド ネ シ ア の 女 性 運 動 は 全 部 解 団 さ れ 、 「 婦 人 会 」
の 元 で 統 一 さ れ 日 本 軍 に 管 理 さ れ た 。 「 婦 人 会 」 の 設 立 は ８ 月 １ ９ ４
３ 年 頃 だ 。 上 記 で の 座 談 会 は ほ と ん ど １ ９ ４ ２ 年 １ ２ 月 か ら １ ９ ４ ３
年 ４ 月 ま で 開 催 さ れ 、 お そ ら く そ の 座 談 会 は 「 婦 人 会 」 の 設 立 た め の
準 備 で は な い か と 考 え ら れ る 。  
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 研究成果の公表について(予定も含む） 

 
口頭発表  （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 
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East Asia (JSA-ASEAN 2023), 2 1 T h-22 n d December 2023, Chiang M ai Thai
land. “Relations Between Japanese Women Writer and Indonesian Women
 During Japanese Occupation of Indonesia ” 
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C o m p l e t i on  R ep o r t  
 

U n i v e r s i t y  o f  B r a wi j a y a  
 

D e w i  P u s p i t a  F i t r i a n a  
 

S u b j e c t  o f  R e s e a r c h  P r o j e c t：  
S t u d y  a b o u t  r e l a t i o n  b e t w e e n  J a p a n e s e  W o m a n  wr i t e r  a n d  I n d o n e s i a   
W o m e n  g r o u p  
 
The results of the research are discussed as follows.  
 
  There were several roundtable discussions between Japanese women writers and I
ndonesian women's and girls' associations, as evidenced by wartime newspaper articl
es and writers' books. In the case of Fumiko Hayashi, round -table discussions were 
held in East Java (February 1943), Jakarta (February 1943) and Borneo (January 19
43). Koyama Itoko's roundtable discussions with Sumatran women intellectuals show
ed that she came into contact with Sumatran women from different social classes. 
Last, Sata Inako also described her meetings with Sumatran intellectual  women in h
er work. Of the three women, Fumiko Hayashi clearly stated the propaganda of  
women's role in the war, while Itoko Koyama and Sata Ineko simply described thei
r observations on the situation of local women and social problems related to wom
en. 
 In addition to the writers, there were several round -table discussions between Japa
nese and Indonesian women, and between the Propaganda Department and the Indon
esian Women's Association. The aim was to mobilise women to form ' Fujinkai”orga
nization in Indonesia. 
 The contact between the Japanese women writers and the Indonesian women was  
 not at all mentioned in the post-war works, so I conclude that the Japanese wome
n writers at that time made a contribution  to the war not only as "writers" but als
o as representatives of "Japanese women" who were sent to the Japanese -occupied 
 land. 
 The Indonesian women's associations that participated in the roundtable could be 
 described by the names of two groups. These were the Muslim women's associatio
n “Aisyiyah” and the liberal nationalist “Putri Budi Sejati” organization. Both were 
women's associations founded in the 1920s. The Indonesian women's movement coul
d be categorized into two factions: the liberal nationalist and the religious reformis
t. Aisyiyah and Putri Budi Sejati were representation of those two groups of Indon
esian Women movement.  
 During the Japanese occupation, the Indonesian women's movement was disbanded 
and united under the “Fujinkai” Organization , which was administered by the Japan
ese military. Fujinkai was founded in August 1943. Most of the roundtables mentio
ned above were held between December 1942 and April 1943. They may have been
 held in preparation for the establishment of the Women's Association. 

 
 


